
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社アチーヴ・コンサルティング 

社会保険労務士事務所アチーヴ 
 

〒760-0042 香川県高松市大工町 5-1 松本ビル３F 
TEL 087-813-142６  FAX 087-813-1427 
HP  h t tp : / / ww w.ach i ev e -cg . j p 

 

アチーヴでは、煩雑な助成金申請手続きから研修に至るまで、トータル的なご支援をさせていただ

きます。お気軽にお問合せ下さい。 

 

事業所内研修を充実させ、サービスの質の向上とスタッフのレベルアップを図りませんか？ 

６ヶ月～１年の期間中に 

１０時間以上の教育 OFF‐JT

を実施することで、訓練費用と

して１人最大２０万円まで 

奨励金が受けられます。 



＊＊＊ 職員の人材育成をお考えの事業主の方へ ＊＊＊ 

 費用をかけずに効果を上げる！人財育成  

助成金を活用した研修をサポートいたします。 

「成長分野人材育成支援奨励金」を利用して園内研修を充実させ、“安心・信頼・満足”を高めた 

保育サービスの質の向上を目指し、職員のスキルアップを図りませんか。 

保育サービス向上研修 

研修科目 
時

間 
研修内容 

1 
子どもの発達理解と 

子ども理解 
２ 

子どものあそびをつなげていくと、保育者同士のつながりも広がり

ます。子どもの一言、姿、遊びの様子をエピソードや写真で語り合

いから学びます。 

2 保育と絵本 ２ 

絵本は子どもにも大人にも、読む人それぞれの楽しみを与えてくれ

ます。さらに、絵本は、子ども理解、人間理解、保育の原理や方法

論、保育者論、環境論などのヒントを与えてくれ、まさに保育学の

宝庫です。絵本を楽しみながら保育を学んでみませんか。 

3 保育環境と保育者の役割 ２ 

子どもにとって保育者は心のよりどころです。それを土台に環境の

中に居場所ができます。「保育は環境が保育する」とよく言われま

す。子どもの発達に応じた保育環境を保育者の役割として考えてみ

ませんか。 

4 保育を伝える ２ 

遊びや生活を通して生きる力と基本的な生活習慣が身につく子ど

もたちです。その保育を誰に、何を、いつ、どのように、伝えます

か？ 

気になることを思い思いの言葉で話し合うことで保育を伝える意

義が見つかります。 

5 

育ち合う保育のなかで 

園内研修と保育の振り返

り 

２ 

子ども・保育者・保護者が保育を通して育ち合うとき、保育がもっ

と深く楽しいものになります。 

保育は一人ではできません。職員のチームワークや保護者の理解で

成り立ちます。園内研修の持ち方を学びます。 

６ 
保育者としてのモラルと

保育現場の実践マナー 
２ 

子どもの命や人格にかかわる重大な責任を担う保育者としてのプ

ロ意識を高めるとともに、必要なモラルについて理解を深めます。

また、保護者をはじめとする関係者の方々に安心・安全、信頼して

いただける保育サービスを実現するために求められるマナーにつ

いて実践的に学びます。 

７ 
保護者とのコミュニケー

ション・相談援助 
２ 

質の高い保育を実践するためには、保護者と円滑なコミュニケーシ

ョンを図り相互理解を深め、信頼関係を築くことが欠かせません。

「傾聴スキル」や「伝え方スキル」を、ワークをとおして学び、コ

ミュニケーション力アップを図ります。 

８ 
保育現場での要求・クレ

ーム対応 
２ 

クレーム対応の基本技法を学び、保護者からのクレーム対応力を高

め、信頼関係向上とＣＳ向上につなげます。 

９ 
保育サービス向上のため

の「報・連・相」 
２ 

保育現場で求められる職員間の連携を図るために欠かせない「報

告・連絡・相談」の３つのスキルを、事例をとおして実践的に学び

ます。 

10 
保護者・地域から求めら

れる保育士・保育所とは 
２ 

グループワークをとおして組織の一員としての役割、保育士として

の使命を明確にします。また、保護者や地域社会から求められる保

育士・保育所とはどのようなものかを考察し、保育サービス向上に

向けた気づきを高めます。 



 

 

●研修時間は１０時間以上必要です。各事業所様の必要性に応じて、左記研修科目より自由に選択（１

０時間以上）していただき、皆様の園に即した研修カリキュラムを立てることができます。 

●研修科目１～５は、保育現場での経験豊富な講師が、専門的視点から即保育現場に役立つ内容を具体

的にわかりやすくお伝え致します。 

●研修科目６～１０は、保育サービスの質向上のベースとなる人間関係の築き方などについて、ロール

プレイングやグループディスカッションを組み入れ、自己の気づきを促す参加型で進めます。 

●事業所に合わせ研修スケジュール（時間・回数）組むことができます。 

 例えば・・・合計 10 時間のＯＦＦ－ＪＴを実施する場合 

    □６ヶ月の間で１日２時間の研修を計５回実施 

    □６ヶ月の間で１日５時間の研修を計２回実施   など 

 

※ 奨励金の対象となるのは OFF-JT（通常の業務を離れて行う職業訓練）、１コース１０時間以上

にかかった経費です。 

 

 

 

                 

 

               

※対象者１人当たり１コース上限２０万円  

                受講者２名以上で奨励金３０万円 

   

対象職員 

※期間の定めなく雇用される職員 

※受給資格認定申請時に雇入れ後５年以内、もしくは他の分野からの配置転換後５年以内である職員  

 

 

 

◆実際に支給の対象となる経費 

 1．事業所内研修 

(1)外部講師（社外の者に限る）の謝金・手当 

 （所得税控除前の金額。講師の旅費・車代・食費・宿泊費等は対象外） 

(2)施設・設備の借り上げ料 

 （教室、実習室、マイク、ビデオなど、訓練で使用する備品の借料で、支給対象コースのみ  

 に使用） 

(3)学科または実技の訓練を行う場合に必要な教科書（※１）などの購入または作成費 

 （支給対象コースのみで使用するもの） 

 

２．事業所外研修 

受講に際して必要となる入学料、受講料、教科書代など 

※独立行政法人雇用・能力開発機構の職業能力開発施設が実施している訓練の受講料および都

道府県から「認定訓練助成事業費補助金」を受けている認定訓練の受講料は支給対象外 

 

（講師料・レジュメ代） 
 



 

 

 

成長分野等人材育成支援奨励金申請時の主たる要件 

□成長分野である健康、環境分野及び関連するものづくり分野であること 

（介護事業者ならＯＫ） 

    □一定の要件を満たした研修計画を作成していること 

    □申請をする際には、職業能力開発推進者を選任すること 

□過去に労働保険料を滞納していないこと 

□受給資格認定申請時から遡って６ヶ月以内に事業主都合による職員の解雇等をしていない 

こと 

□受給資格認定申請時から遡って３年以内に他の奨励金など不正受給していないこと 

□支給申請時から遡って３年以内に労働法関係法令の違反を行っていないこと 

 

 

奨励金支給申請にあたっての注意事項 

 

①１コースにつき、対象者１人が８割以上の出席が必要となります。 

例えば １０時間（２時間×５回）コースを３名の方が受講した場合 

対象者 
第１回 

２時間 

第２回 

２時間 

第３回 

２時間 

第４回 

２時間 

第 5 回 

２時間 

出席 

合計時間 

支給 

対象 

A さん 出席 欠席 出席 欠席 出席 ６時間 × 

B さん 出席 出席 出席 出席 欠席 ８時間 ○ 

C さん 出席 出席 出席 出席 出席 １０時間 ○ 

 

②受給資格認定申請書の提出日の前日から起算して６ヶ月前の日から支給申請の提出日

までの間に、事業所で雇用する雇用保険被保険者を事業主都合により解雇等していない

ことが必要です。 

 

 

◆受給までの流れ 

 

 

 

 
訓練開始１か月前まで

に申請書類作成終了 

受給資格 

認定申請 認定 

審
査 

訓練実施 

訓
練
開
始 

訓
練
終
了 

支給申請 

受給資格認定提出日から６ヶ月

以内に訓練を開始すること 

訓練終了後 2 か月

以内に支給申請 


